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「本願をうたがうによりて、辺
へん

地
じ

に生
じて、うたがいのつみをつぐのいての
ち、報土のさとりをひらくとこそ、う
けたまわりそうらえ。」

川越喜多院の五百羅漢

羅漢：「辺
へん

地
じ

の往生をとぐるひと、
ついには地

じ

獄
ごく

におつべしというこ
と。」とはいかに。第17章

春季彼岸会法要 兼
前住職七回忌法要

彼岸参り

・3月20日（木）春分の日
・午後1時30分～3時まで（1時受付）
・光照寺本堂にて
・勤行・住職挨拶・法話：
　　中島鋼浄師（金沢教区　普照寺住職）

・3月17日（月）～23日（日）の期間
　　　　　　　　　　（但し20日は除く）

※ご希望の日にちをお知らせ下さい。時間につきましては
こちらで調整させて頂きます。ご自宅か当寺のいずれか
で読経いたします。

※準備の都合上、出席人数をご連絡下さい。
　預骨されている方は率先してお参り下さい。
　ご参詣をお待ちしております。

親鸞聖人のみ教えに聞く会
◆  令和7年3月10日（月）
◆  午後1時30分～4時30分
◆  テキスト：『教行信証』
◆  講師：延塚知道先生（大谷大学名誉教授）
◆  会場：光照寺本堂
◆  会費：500円
※ご参加の方は事前に当寺へお申し込み下さい。人数を制
限する場合があります。

※5月16日（金）・7月8日（火）・9月10日（水）・11月5日（水）

ヨガ

ベビーマッサージ

寺

ヨ

ガ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会
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子
供
会
報
告

光
照
寺
子
ど
も
会
〝
ポ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
〟

「
子
ど
も
報
恩
講
」�

大
塚
　
陽
子

十
二
月
二
十
二
日
（
日
）大
人
十
名
小

人
八
名
の
参
加
に
よ
り
、
一
時
よ
り
受

付
、
勤
行
し
、
前
坊
守
挨
拶
の
後
、
自
己

紹
介
を
し
て
、
池
田
唯
奈
ち
ゃ
ん
の
台

湾
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
報
告
を
写
真

を
写
し
出
し
て
解
説
し
、
台
湾
ク
イ
ズ

も
し
ま
し
た
。
台
湾
の
様
子
が
分
か
り

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、
仏
典
童

話
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
蜜
の
し
ず
く
」を
鑑
賞
し
、

そ
の
お
話
を
私
が
少
し
解
説
し
ま
し

た
。
ど
ろ
ぼ
う
を
し
て
捕
ま
っ
た
男
が
、

牢
屋
に
入
っ
た
が
脱
走
し
て
ゾ
ウ
に
追

い
か
け
ら
れ
て
踏
み
潰
さ
れ
そ
う
に
な

っ
て
、
井
戸
に
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
が
、

木
の
ツ
ル
に
つ
か
ま
り
、助
か
っ
た
が
下

に
は
ヘ
ビ
が
口
を
開
け
て
待
っ
て
い
て
、

上
を
見
る
と
ね
ず
み
が
つ
る
を
か
じ
っ

て
い
る
状
況
に
ま
た
絶
望
し
た
が
、一
滴

の
し
ず
く
が
落
ち
て
き
て
、な
め
る
と
甘

い
ハ
チ
ミ
ツ
だ
っ
た
。絶
体
絶
命
の
中
で

甘
い
蜜
に
酔
い
し
れ
る
と
い
う
お
話
で
、

私
達
も
い
つ
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
命
を

明
日
も
あ
る
と
思
い
、
目
先
の
快
楽
を

求
め
て
生
き
て
る
姿
と
し
て
お
釈
迦
様

は
物
語
と
し
て
お
説
き
に
な
り
ま
し

た
。
休
憩
の
後
、
お
や
つ
に
ピ
ザ
を
焼
い

て
皆
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。輪
に
な
っ
て

曲
の
リ
ズ
ム
で
隣
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡

す
、プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
し
ま
し
た
。

外
は
寒
い
冬
の
天
気
で
し
た
が
、
本

堂
で
は
子
ど
も
達
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の

様
子
で
楽
し
く
過
し
ま
し
た
。
住
職
挨

拶
の
後
、三
三
七
拍
子
で
締
め
て
、恩
徳

讃
を
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

次
回
の
子
ど
も
会
は
四
月
四
日
（
金
）

で
す
。皆
様
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

浄
土
は
遠
く
へ
行
っ
て
求
め
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。念
仏
の
身
と
な
っ
た
人
に
自
然
に
感

得
さ
れ
て
い
る
、そ
う
い
う
広
や
か
な
世
界

寺
川
俊
昭

法
話
C
D（『
願
生
浄
土
』）よ
り
）
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超
高
齢
社
会
に
突
入
。
終
活
セ
ミ

ナ
ー
、
終
活
ノ
ー
ト
の
勧
め
な
ど
行

政
も
企
業
も
世
論
を
煽
る
。
断
捨
離

と
人
生
の
整
理
を
し
て
家
族
が
困
ら

な
い
よ
う
に
伝
え
た
い
言
葉
、
財
産

分
与
、延
命
治
療
、葬
儀
は
と
自
分
の

意
思
を
示
す
必
要
性
を
言
う
。
今
後

は
デ
ー
タ
ー
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド

の
伝
達
も
必
要
に
な
る
。
こ
れ
ら
は

大
事
だ
が
、
本
当
に
大
切
な
終
活
は

別
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。蓮
如
上
人

は
後
生
の
一
大
事
と
言
わ
れ
る
が
、私

に
と
っ
て
そ
れ
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
の
か
問
わ
れ
続
け
て
い
る
。帰
す
べ

き
世
界
が
今
こ
こ
に
あ
る
の
か
、死
の

受
容
は
生
を
明
確
化
さ
せ
る
。一
瞬
一

瞬
の
時
を
ど
う
生
き
る
の
か
、こ
れ
こ

そ
が
終
活
の
極
地
で
は
な
か
ろ
う
か
。

�

釋
尼
雅
亮

法
要
の
ご
案
内

⃝
春
季
彼
岸
会
法
要
兼
前
住
職
七
回
忌

法
要

三
月
二
十
日
（
木
）、
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
勤
修
。
住
職
挨
拶
、
法
話
、
中
島
鋼

浄
師
（
金
沢
教
区
普
照
寺
住
職
）

光
照
寺
護
持
会

会
員
の
方
は
護
持
会
費
の
納
入
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
又
、
随
時
新
会
員
受
付

中
。別
紙
案
内
を
ご
覧
下
さ
い
。総
会
は

六
月
二
十
六
日
。
落
語
も
あ
り
ま
す
。

聞
法
会
の
お
知
ら
せ

⃝

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
く
会

講
師
は
延
塚
知
道
先
生
（
大
谷
大
学
名

誉
教
授
）三
月
十
日
、
五
月
十
六
日
、
七

月
八
日
、
九
月
十
日
、
十
一
月
五
日
、
午

後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分
。『
教
行

信
証
』を
学
ん
で
い
ま
す
。
ご
参
加
の
方

は
事
前
に
当
寺
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
会

費
五
百
円
。

⃝

大
経
の
会

二
月
二
十
六
日
、十
二
月
三
日
、午
後
二

時
～
四
時
。
講
師
は
住
職
。『
正
信
偈
讃

仰
』（
七
）を
学
ん
で
い
ま
す
。

⃝

我
聞
の
会

三
月
五
日
、四
月
十
六
日
、五
月
二
十
一

日
、
午
後
二
時
～
四
時
。「
歎
異
抄
」を
学

ん
で
い
ま
す
。
講
師
は
住
職
。

⃝

微
風
学
舎

三
月
二
十
六
日
、四
月
二
十
三
日
、五
月

二
十
八
日
、午
後
二
時
～
四
時
。
講
師
は

住
職
。「
高
僧
和
讃
講
義
（
三
）」（
延
塚
知

道
著
）を
学
ん
で
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル

⃝

絵
解
き
サ
ー
ク
ル

二
月
十
八
日
、四
月
七
日
、六
月
九
日
。

子
供
会

四
月
四
日
（
金
）花
ま
つ
り
で
す
。

テ
ラ
ヨ
ガ

お
寺
で
ヨ
ガ
。
毎
週
月
曜
十
時
～
十
一

時
、講
師
ト
モ
ヨ
先
生
。
興
味
あ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

毎
月
第
三
火
曜
十
時
三
十
分
～
十
一
時

三
十
分
、
生
後
二
ケ
月
～
一
歳
位
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
対
象
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
は
遠
藤
尚
子
先
生
。会
場
は
お
寺
。興

味
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
願
い

ご
自
宅
で
法
事
の
際
は
駐
車
場
を
ご
用

意
下
さ
い
。

住
所
・
電
話
番
号
変
更
の
際
は
必
ず
ご

連
絡
下
さ
い
。

吉
澤
　
光
昭

水
仙
の
咲
き
し
轍
や
車
力
道

春
立
ち
ぬ
遮
断
機
降
り
し
向
こ
う
に
も

ど
こ
ま
で
も
拡
が
る
野
焼
追
う
い
の
ち

菜
園
の
足
元
重
く
凍
て
ゆ
る
む

蜆
に
も
意
志
の
あ
り
け
り
口
開
け
ず

佐
々
木
　
玄
吾

会
館
の
畑
の
前
の
公
園
で

冬
の
日
浴
び
て
幼
児
群
れ
た
り

仲
田
の
森
蚕
糸
公
園
一
周
す

我
よ
り
速
し
妻
の
歩
み
は

釋
尼
　
邦
照
（
前
坊
守
）

元
日
の　

ふ
る
さ
と
災
害　

惨
状
の

知
る
た
び
聞
く
た
び　

復
興
願
う

落お
ち

葉ば

く
べ　

ホ
ク
ホ
ク
焼や

キ
イ
モ

豚
汁
も　

子こ

等ら

の
え
が
お
に

寒
さ
ふ
き
飛
ぶ

た
わ
わ
な
り　

こ
が
ね
に
色
づ
き

ふ
ゆ
柿
を　

聖
人
の
像ど

う

下も
と

皆
で
よ
ろ
こ
ぶ

寺
務
所
よ
り

トウモロコシ
山田　邦興　画
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